
 

 

みんなが生き甲斐を持って元気に働き、仲良く

生きるためには社会のルールを守らねばならな

い。倫理観、規律性、規則を守る習慣は個人生活

に、ある程度の制限を加えることとなる。地域によ

ってはその地でよく知られた偉人や尊敬される人

の考え方・思想がとりいれられている例がある。 

☆・福島県内の小学校：あいづ（会津）っこ宣言 

☆・萩市明倫小学校  ：松下村塾の朗誦  

地域では、地域の誰もが納得する形で子どもたち

の教育がなされている。 

そこでは、子どもたちを自由な選択肢の中で育

てるより、ある程度の枠を設け、先人に倣う方向性

を指導する、という方法がとられている。 

 

近年、日本の子どもたちの学力が世界に劣る、

と学力の低下が問題となり、ここにきて教育の質が

見直されている。いわゆるゆとり教育の見直し、今

日では、教科の時間配分が変更になり算数のチャ

レンジタイムの時間は減った。 

成長の早い少年期に特徴付けられる体力差、が

あるように学力差も個人的にある。教科の進みに

遅れついていけない子どもたちを放置しない教育

こそ、あるべき義務教育の姿と思われるのだが。 
         広報紙編集長 一ノ瀬尚文 
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(あとがき)南海トラフによる事故想定が発表され議論を呼ん

だ。東日本大震災の被害が大きかった福島では原発の脅威は

未だ去らず、不安を生きる被災者たち、春は未だ遠い（弐) 
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遊ぶ、学ぶ、子どもたちの世界    

   

日時 ３月７日   鑑賞後、茶話会 

題目 「遺体 明日への１０日間」 

   

  

（例会に参加して、映画評） 

☆映画は昨日と同じ、いつもの日常が淡々と過ぎて

行くところから始まります。 

突然の震災で学校の体育館が特設の遺体収容所に

なり、運ばれてくる遺体が次々に増えていきます。

体育館に敷かれたブルーシートは汚泥でずるずるに

なり、泥だらけで作業に当たっている人たちの足を

すくいます。肉親を失った人たちの悲しみ、作業に

あたる医者やボランティアを申し出た人、公務員の

献身的な働きに感動しました。    廣津政拓 

 

☆この映画の原作を読み、映画を見ました。 

釜石市に震災２日目から入って現地取材をされて 

書かれたジャーナリストの作品です 

次々に運ばれてくる遺体、道端でまだ収容されない、

どう扱っていいのか分からない状態の遺体、家族の

行方も分かっていないのに、避難所で他の人たちの

お世話する人や、親友やつい先日一緒に飲み明かし

た人たちの遺体の検分をしなければならない医者な

ど、本当に胸が痛くなりました。  太田千鶴子 

日ごろ、メールでの交流が多い事と思いますが、オフ会を

通じて多くの方々と一層の親交を深めていただきたいと

思います。また、新人の皆様には是非とも気楽に交流会へ

参加を戴き、SNK の交流会の楽しさを存分に味わって戴

きたいと思います。なお、交流会への案内は再度いたしま

すが、今のうち予定しておいて頂きたいと思います。 

当日は午前中に同じ会場で SNK の総会も開催されます。 

総会にもぜひ参加くださいますようお願い申し上げます。         

◆ 後日、アトラクションの募集を行います。 

交流部長 平岡清志 

 

たまには映活を、3月例会 

 

↑世紀末の様相を見せた震災は、映像、写真、図書、メディア

によりニュースは世界へ報じられた、 

↓東日本大震災発生から釜石市の遺体安置所となった中学校

体育館の 10 日間をテーマとした映画。鑑賞の後、茶話会で

感動を熱く語り合う皆さん 

↓被災者救援を目的に SNKでは街頭募金活動を実施した。 

広報 SNK第 32号 2011.4.5発行、募金活動を伝える紙面 

 

開催日時  平成２５年５月２６日（日） 

          受付 11:00（開宴 12:00 

会  場  ホテルニュープラザ 

参加費用  ４千円 

内  容  会食および交流座談会 

      ＊会員の皆様によるアトラクション  

4 月の小学校は入学シーズン、新しい友だちが

できたり賑やかな季節となる。育ち盛りの子どもた

ちは運動場を駆け回り、いくつものチームに分かれ

てサッカーを楽しむ。あるいは、好きな子同士で声

を掛け合い遊びに興じる。 

子どもたちは運動場を駆け回るように楽しく教室

で過ごす。勉強の時間を、遊び以上に楽しい時間

にすることも必要だ。そのために、勉強は面白い、

楽しい、と子どもたちの関心を惹き付ける工夫と努

力を惜しんではならない。子どもの興味を惹き持続

させる努力は欠かせない。 

 

『思いやりの心を持った京町（小学校）の子ども、

よく学びよく遊ぶ子ども、ニコニコ挨拶ピカピカ掃

除』が京町小学校の教育方針である。 

京町小学校では「心がぽかぽかになるお話」や

児童書詩篇を通じて、愛情と友情を学ぶ。子どもた

ちの生活が“いきいき学び、すくすく育つ”児童像を

目指して教育は進められる。 

学校は“自ら学び、豊かな心をもち、たくましく生

きる児童の育成”を教育目標に、心がぽかぽかに

なる強い心をもった子どもの育成を指導する。 

 

教室の壁に貼られ 

た子どもたちの作品、 

画用紙をはみ出す勢 

いの自画像、絵は幼く 

とも精いっぱい楽しみ、 

のびのびと心が躍る 

姿が見えてくる。 

そして、子どもたち 

は家庭に帰り、心がぽかぽかになる話 

    ：参考図書として工藤直子の詩集を採用 

『まいにちまいにち いつもいちばんうれしいひに 

なりますよう』を生きて、友達と遊び、家庭の手伝い

をする、そんな優しい良い子になるだろう。 

 

例会実績 １月：レミゼラブル 

２月：東京家族  

３月：遺体 明日への 10日間 

例会予定 4月：「アンナ・カレーニナ」 
 

子どもたちがくれたお礼の手紙 

交流部からオフ会のお知らせ 

 豊かな時代、少年サッカーチームの交流会で技を競い遊ぶ 

『遺体 明日への 10日間』 

 



 

 

くるるん 
 

久留米大学 

    ユニバの森 

市社会福祉協議会 

シニアネット久留米 

 

みんなで作品を手に記念写真のくるるんのスタッフ、と若いお母さんたち 

 

 

道徳を学ぶ子どもたち 
 

遊
ぶ
こ
と
が
学
ぶ
こ
と
、
交
流
の
輪
が
目
的
で
す
。

多
世
代
交
流
教
室 

 

 

・
悪
い
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。 

・
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
し
っ
か
り
と
や
り
ま
し
ょ
う
。 

・
自
分
勝
手
な
行
動
は
や
め
、
社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

特集 シニアは子どもたちを見守る・・（5）  
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未来の大人たちへ 
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複雑化する社会で、未来を託する子どもたちとの交流会。乳幼児と若い母親を対象に「子育て支

援くるるん」会場に集まり、利用する人、サポートする人たちが「多世代交流教室」を楽しんだ。 

また、教育の現場は、元気で素直な明るい子どもたちと一生懸命な先生たちがいる。それでも個

人差は大きく、勉強が遅れる個性的な子どももいる。SNK は経験と知識を活かして教育支援助

手、を務めた。共同体社会で落ちこぼれなくみんなが仲良く暮らすとは、を考えてきました。 育 

教 
松陰先生の言葉 

 萩市明倫小学校 の伝統教育 
毎朝、朗唱文を全員で唱和（内容は学年別） 

あいづっこ宣言 
福島県内の小学校(10数年前から) 

“ならぬことはならぬものです” 

 

京町小学校：2～3年生                   

チャレンジタイム（算数；復習の時間）                 

（教育指導助手として、先生の助手を努める） 

くるるん(子育て支援） 
☆みんなで、牛乳パックを使い動物を作って遊ぶ、 

作る、楽しむ指導員がいます。ＳＮＫは補助役。   

 
各
学
年
の
朗
誦
文 

二
年
生 

… 

一
学
期
：
万
巻
の
書
を
読
む
に
、
非
ざ
る
よ
り
は
い
ず
く
ん
ぞ
、
先
秋
の
人
た
る
を
え
ん 

二
学
期
：
一
己
の
労
を
軽
ン
ズ
ル
ニ
ア
ラ
ッ
ざ
る
よ
り
は
い
ず
く
ん
ぞ
、 

兆
民
の
安
き
を
い
た
す
を
え
ん 

三
学
期
：
朋
友
相
交
わ
る
は
、
善
道
を
持
っ
て
忠
告
す
る
こ
と
固
よ
り
な
り 

三
年
生 

一
学
期
：
凡
そ
生
ま
れ
て
人
た
ら
ば
宜
し
く
人
の
禽
獣
に
異
な
る
所
以
を
知
る
べ
し 

二
学
期
：
志
を
立
て
て
も
っ
て
万
事
の
源
と
な
す
、 

書
を
読
み
て
も
っ
て
聖
賢
の
訓
え
を
か
ん
が
う 

三
学
期
：
人
賢
愚
あ
り
と
雖
も
各
々
１
２
の
才
能
な
き
は
な
し
、 

総
合
し
て
大
成
す
る
時
は
必
ず
全
備
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん 

 
 
 

昭
和
５
６
年
（19

8
1

年
）よ
り
、
毎
朝
、
朝
の
会
の
時
に
、
声
高
ら
か
に
朗
唱
し
て
い
ま
す
。

松
陰
先
生
の
言
葉
は
、
学
年
ご
と
、
学
期
ご
と
に
変
わ
り
ま
す
。 

『
あ
い
づ
っ
こ
宣
言
』
を
唱
和
す
る
運
動
が
始
め
ら
れ
た
。 

：
世
代
を
超
え
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
あ
い
づ
っ
こ
の
や
さ
し
い
心 

（
青
少
年
の
心
を
育
て
る
市
民
行
動
プ
ラ
ン
） 

１
・
人
を
い
た
わ
り
ま
す 

２
・
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
な
さ
い
を
言
い
ま
す 

３
・
が
ま
ん
を
し
ま
す 

４
・
ひ
き
ょ
う
な
ふ
る
ま
い
を
し
ま
せ
ん 

５
・
会
津
を
誇
り
年
上
を
敬
い
ま
す 

６
・
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す 

や
っ
て
は
な
ら
ぬ 

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ 

な
ら
ぬ
こ
と
は 

な
ら
ぬ
も
の
で
す 

 

京
町
小
学
校
（
久
留
米
市
立
）
で
は
、 

  

教
室
で
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
い
声
、
楽
し
そ
う
な
顔
、
そ
し
て 

休
み
時
間
は
、
う
る
さ
い
ほ
ど
の
お
し
ゃ
べ
り
が
響
く 

 

み
ん
な
が
仲
良
く
、
み
ん
な
が
楽
し
く
て
嬉
し
く
て
一
生
懸
命
遊
び 

君
た
ち
が
元
気
だ
と
世
の
中
は
明
る
く
な
る  

賢
く
学
ぶ
小
学
校
で
は
泣
き
虫
は
い
な
い
、
い
じ
め
っ
子
も
い
な
い
。 

 

＊
算
数
（
二
桁
の
九
九
と
三
桁
の
足
し
算
引
き
算
を
手
伝
う
） 

学
習
に
遅
れ
る
子
ど
も
が
危
な
い
、
学
習
に
つ
ま
ず
か
ぬ
様
、 

小
学
生
の
学
習
を
側
面
か
ら
補
助
し
つ
い
て
い
け
る
よ
う
支
援
す
る
、 

落
ち
こ
ぼ
れ
の
子
ど
も
た
ち
を
救
お
う
、 

明
日
へ
向
か
っ
て
、
豊
か
な
笑
顔
を
も
っ
て
育
っ
て
欲
し
い
、 

と
考
え
る
学
習
や
地
域
文
化
の
お
助
け
マ
ン
チ
ー
ム
で
す
。 

 

 

小学生に、こんな難しい言葉を言わせて・・・というご意見もあります。 

しかし、昔から素読という学習方法もあり「読書百篇、意自ずから通ず」

と言われるように、毎日声に出して言うことにより、だんだんと意味がわ

かってくるようです。 

大人になってからも、ふと思い出すこともあると聞きます。 

論語の中に「学びて時にこれを習う、またよろこばしからずや」、という 

言葉もあります。物質は豊かになったけれど、心が貧しい人間が増え、

道徳教育の重要性が叫ばれている昨今です。これらの松陰先生の言葉

が、子どもたちの心の支えになってくれることを願ってやみません。 

もう４０歳過ぎた甥っ子や姪っ子もまだ覚えています。何か悩み事や

行きつまった時にきっと役立つと思います。          須佐卓郎 
 

 

 

登
校
し
て
き
た
ば
か
り
の
子
ど
も
た
ち
の
目
に
触
れ
る
よ
う
、
昇
降

口
の
廊
下
に
詩
人
工
藤
直
子
の
詩
篇
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。 

子
ど
も
た
ち
は
学
校
で
ど
ん
ど
ん
友
達
が
好
き
に
な
る
、
人
を
愛
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
学
ぶ
、
そ
し
て
強
く
、
優
し
く
な
る
。 

 
有機食品 バイオジョイ 

久留米市東櫛原町℡0942-34-7441 
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